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欧州高等教育圏の構築とソーシャルワー
カーの養成教育改革
～デンマーク及びドイツの事例を中心に～
浦和大学短期大学部
院前期 2004 年卒　高　木　　　剛
１．はじめに
　2010年の欧州高等教育圏の構築を目指す「ボ
ローニャ宣言」により、欧州圏内各国では新たな
高等教育への転換が着実に進められている。これ
まで欧州圏内各国では独自の高等教育制度を有し
ていたため、教職員、学生などの流動性や雇用の
促進、さらには教育・研究の水準の向上を図るう
えで大きな障壁になっていた。「ボローニャ宣言」
以降、欧州圏内各国が一丸となってこの障壁を取
り除き、世界に誇る高等教育圏を構築しようとす
る取り組み（ボローニャ・プロセス）が活発化し、
今年はいよいよその最終年となった。このような
動きの中で各国の大学における「ソーシャルワー
ク教育」も見直されており、その現状と課題を整
理することは、今後の日本の社会福祉士養成の在
り方に少なからず示唆を与えてくれると感じる。
　本稿は、欧州高等教育圏の構築を目指す取り組
みと、それに伴い転換が進められているソーシャ
ルワーク教育について、デンマーク及びドイツの
事例を中心に取り上げ、今後の日本における社会
福祉士養成教育の検討に資することを目的とし
た。
　なお、筆者はすでにボローニャ・プロセスに
伴うソーシャルワーク教育の展開について報告１）
しているが、本稿はそれを加筆・修正し、ボロー
ニャ・プロセスの進捗状況や課題等に関する最新
の情報を記載した。
２．研究方法
　各種文献・資料及びインターネットの情報（欧
州大学協会、コペンハーゲン大学、ポツダム社会
福祉大学、大学学長会議など）をもとに、①ボロー
ニャ・プロセスの概要、②ボローニャ・プロセス
